
 

 

［成果情報名］新たな多層断熱資材「ナノファイバー断熱資材」利用マニュアル 

［要約］多層断熱資材の中綿にナノファイバーを使用した断熱資材の利用マニュアルであ

る。ナノファイバー断熱資材は従来の多層断熱資材と比べて断熱性能は同等であるが、軽

量・薄型化され取扱性が改善し、施設園芸における冷・暖房負荷の軽減効果がある。 
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［背景・ねらい］ 

施設園芸では、冬季における暖房燃料使用量の削減（省エネルギー対策）と夏季の生育

障害を抑制し（暑熱対策）減収を抑えることが重要な課題である。省エネルギー対策とし

ては、温室（ハウス）の保温性能向上により暖房負荷を抑制することが基本であり、高い

断熱性能を有する多層断熱資材の利用は有効な技術として注目されている（H24 年度成果

情報）。また、多層断熱資材は遮熱資材としても機能し、夏季における冷房負荷の軽減に

も有効と考えられる。しかし、多層断熱資材は従来利用されている保温資材より重く、扱

いにくいなどの欠点がある。そこで、同じ目付（単位面積あたりの重さ）であっても高い

断熱性が期待されるナノファイバーを導入して新たな多層断熱資材を開発するとともに、

その利用法を提示する。 
 

［成果の内容・特徴］ 

１．新たに開発したナノファイバー断熱資材は、多層断熱資材の中綿にナノファイバーを

導入した被覆資材である（図 1）。開発したナノファイバー製造装置によりナノファイ

バーシートを製造し、同シートを表地（不織布）で挟みキルティング加工する。 

２．ナノファイバー断熱資材の熱貫流係数（断熱性能）は、一般に使用されている保温用

被覆資材の約 1/3 であり、現行の多層断熱資材と同等であるが、現行の多層断熱資材と

比較して重さは約 80％、厚さは約 40％にまで軽量・薄型化され、低価格である。（図

1、表 1）。 

３．ナノファイバー断熱資材を設置した温室における暖房時のエネルギー消費量は、慣行

の保温資材（農業用ポリオレフィン系特殊フィルム（農 PO、0.075mm 厚）を設置した温

室と比べて 35～51％減少し、暖房負荷軽減効果が高い（図 2）。一方、夏季のヒートポ

ンプによる夜間冷房時のエネルギー消費量は暖房時の場合に比べ軽減効果は小さいもの

の、消費電力量は約 10％の削減効果が期待できる。 

４．夜間冷房によりトマトおよびガーベラの品質および可販収量は、それぞれ向上する効

果がみられる。冷・暖房コストの削減と可販収量の向上により、例えばガーベラでは最

大で 30％の増益効果が期待される（表 2）。 

 

［普及のための参考情報］ 

１．普及対象：施設園芸生産者、ハウスビルダー・資材販売業者など 

２．普及予定地域・普及予定面積等：普及対象は全国。ナノファイバー断熱資材は、5 年

後に 10ha、10 年後に 40ha の普及を見込んでいる。 

３．その他： 

ナノファイバー断熱資材の設置において、一般的な被覆資材の留め具、開閉装置を用

いて温室に設置できる。ナノファイバー断熱資材については、2018 年度中に市販化の

見込みである。 

  




